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S A G A  D A I N E N B U T S U  K Y O G E N

嵯峨大念佛狂言独自の演目『釈迦如来』の
釈迦役のみで使われる面。

能面系　男面　「蝉丸」 「仮面劇としての大念仏狂言の魅力」

「釈迦如来」

本事業は、令和７年度 文化庁文化芸術振興費補助金
（地域文化財総合活用推進事業）の補助を受けて実施しています。

お問合せは

〒616-8447 京都市右京区嵯峨釈迦堂藤ノ木町 46
清凉寺（嵯峨釈迦堂）
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嵯峨大念佛狂言保存会

www.sagakyogen.info
vtmi19509@leto.eonet.ne.jp保存会 事務局長 加納まで

（佛教大学教授・京都民俗学会会長）八 木 　 透
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主催：嵯峨大念佛狂言保存会

協力：京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保護課

後援：公益財団法人京都市文化観光資源保護財団

共催：京都府立京都学・歴彩館



能面系　鬼神面　「三光飛出」
蜘蛛などの鬼の役柄に
使用される。

独自面　「大念佛面」
源頼光などの役柄に
使用される。

能面系　鬼神面　「大痙見」
渡辺綱などの役柄に
使用される。

能面系　鬼神面　「天神」
平井保昌などの役柄に
使用される。

独自面　「大念佛面」
旦那などの役柄に
使用される。

独自面　「大念佛面」
供などの役柄に
使用される。

狂言面系　精霊面　「伯蔵主」

能面系　女面　「深井」
嵯峨大念佛狂言の行われる
清凉寺を舞台とする能『百萬』
に使われる。

かつてあった演目『釣狐』に使
われていたとされるが、現在は
使用される演目はない。嵯峨大
念佛狂言の古面では最古とさ
れる「享禄二年」の銘を持つ。

〒606-0823　京都市左京区下鴨半木町1-29

アクセス

講　演

仮面劇としての大念仏狂言の魅力

1955年（昭和30）年 京都市生まれ。祇園祭鉾町
で江戸時代から続く白生地問屋の家筋に生まれ
る。生粋の京都人。
同志社大学文学部卒業、佛教大学大学院博士
後期課程修了。毎年、祇園祭山鉾巡行では解説
役としてテレビ出演している。世界鬼学会会長、
京都民俗学会会長、公益財団法人祇園祭綾傘
鉾保存会理事。京都府および京都市文化財保護
審議委員、日本山岳会京都・滋賀支部監事。ほか
多数歴任。

（佛教大学教授・京都民俗学会会長）八 木 　 透
Yagi Toru

京都市営地下鉄
烏丸線「北山」駅（1・3番出口）より南へ徒歩４分
京都市営バス
・4・北8号系統 「北山駅前」より南へ徒歩４分
・1・204・205・206・北8号系統 「府立大学前」より北へ徒歩６分

おはなし
　坊主と寺侍はお釈迦様を本堂に据え、安置する。母親
と娘がお釈迦様を拝みに来る。母親がお参りをすると、
お釈迦様はうれしそうに「ガッテン、ガッテン」と動く。娘
がお参りすると、今度は後ろを向いてしまう。坊主と寺侍
は思案のすえ母親に向きを変えてもらうように頼むが、お
釈迦様と母親は・・・。

見どころ
　演目『釈迦如来』は、ヤワラカモンに分類される嵯峨大
念佛狂言独自の演目で、他の狂言では見られません。清
凉寺の本尊である釈迦を庶民の目線に近づけ面白可笑
しく描くストーリーは、嵯峨地域のおおらかな気質を感じ
させます。無言劇ならではの所作や動きを大いに笑って
いただければと思います。

役どころ

釈迦 坊主 寺侍 母親 娘

実　演

嵯峨大念佛狂言『釈迦如来』
し ゃ か に ょ ら い

当日プログラム

京の大念仏狂言を彩る面

記録映像上映

京の伝統芸能を担う人々
嵯峨大念佛狂言保存会へのインタビュー

製作：嵯峨大念佛狂言保存会　2024年撮影　約30分
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国
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財
　
嵯
峨
大
念
佛
狂
言

　

無
言
劇
を
特
徴
と
す
る
嵯
峨
大
念
佛
狂
言（
指
定
名
は
嵯
峨
大
念
仏
狂
言
）

に
と
っ
て
最
も
重
要
な
も
の
が
仮
面
で
あ
る
。仮
面
劇
と
し
て
の
大
念
仏
狂

言
は
、芸
術
化
し
た
能
楽
と
は
別
の
道
を
歩
ん
で
き
た
が
、仮
面
は
単
な
る
仮

装
道
具
と
し
て
で
は
な
く
、そ
の
登
場
人
物
の
役
柄
や
セ
リ
フ
の
代
用
と
な

る
表
現
手
段
で
あ
り
、無
言
劇
に
と
っ
て
は
不
可
欠
の
転
換
装
置
で
あ
る
。

　

今
回
は
そ
の
面
に
焦
点
を
あ
て
、本
年
の
６
月
か
ら
古
面
の
本
格
的
な
調

査
に
取
り
組
ん
で
き
た
。そ
の
成
果
を
生
か
す
た
め
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
講
演

会
、面
の
展
示
や
市
内
巡
回
写
真
パ
ネ
ル
展
を
企
画
し
た
。嵯
峨
大
念
佛
狂
言

保
存
会
は
中
断
と
い
う
負
の
歴
史
の
後
に
結
成
さ
れ
、こ
の
芸
能
を
引
き
継

ぎ
、今
年
で　

年
の
節
目
と
な
る
。平
成　

年（2018

）狂
言
堂
大
修
理
以
降

は
狂
言
堂
を
拠
点
に
毎
年
、課
題
を
設
け
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
。今
年
度

は
室
町
時
代
以
降
に
制
作
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る　

点
の
古
面
を
対
象
に
、専

門
家
や
面
打
の
方
々
か
ら
の
見
解
や
意
見
を
交
え
、こ
れ
ま
で
推
定
さ
れ
て

き
た
作
者
や
制
作
年
代
に
つ
い
て
も
再
検
討
し
古
面
の
実
像
を
探
る
。

　

五
台
山
清
凉
寺（
嵯
峨
釈
迦
堂
）の
境
内
に
あ
る
狂
言
堂
で
行
わ
れ
る
大

念
仏
狂
言
で
あ
る
。壬
生
寺
、引
接
寺（
千
本
ゑ
ん
ま
堂
）と
並
び
、京
都
の
三

大
大
念
仏
狂
言
と
し
て
知
ら
れ
る
。弘
安
２
年（1279

）円
覚
上
人
に
よ
っ
て

始
め
ら
れ
た
清
凉
寺
の
大
念
仏
会
に
由
来
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。保
存
会
が

所
蔵
す
る
古
面
に
享
禄
２
年（1529

）の
墨
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
、室
町
時
代

に
は
能
面
を
使
用
し
た
狂
言
が
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。昭
和　

年

（1963

）に
後
継
者
不
足
な
ど
で
中
断
さ
れ
る
が
昭
和　

年（1975

）　

月
に

嵯
峨
大
念
佛
狂
言
保
存
会
が
結
成
さ
れ
復
活
し
、昭
和　

年（1986

）に
国
の

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。壬
生
狂
言
同
様
、無
言
の
仮
面
劇

で
あ
り
狂
言
方
の
ほ
か
囃
方
と
後
見
が
舞
台
に
座
る
。演
目
に
は
能
楽
系
の

「
カ
タ
モ
ン
」と
狂
言
仕
立
の「
ヤ
ワ
ラ
カ
モ
ン
」に
大
き
く
分
か
れ
る
。公
演

は
毎
年
３
月　

日
清
凉
寺
お
松
明
式
で
の
奉
納
公
演
、４
月
初
旬
の
土
日
の

３
日
間
か
ら
な
る
春
季
公
演
、円
覚
上
人
命
日
の　

月　

日
に
近
い
日
曜
日

に
行
わ
れ
る
秋
季
公
演
を
中
心
に
、狂
言
堂
で
公
開
し
て
い
る
。
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定期公演の様子


